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公開買付制度の対象範囲・適用除外の主な変遷 

昭和46 年 

（１９７１年） 

公開買付制度 導入 

【対象範囲等】 

公開買付けに関する重要な情報の適正な開示と、投資者間の公平な取扱いを

確保するため、 

①取引所市場外において 

②不特定多数の株主に対して行う株式の買付けのうち 

③（ア）その買付けにより発行会社株式の 10%以上を所有することとなるもの 

及び 

（イ）既に 10%以上所有する株式をさらに買い増すもの 

を規制対象として規定。 
 

平成2 年 

（１９９０年） 

公開買付制度 全面改正 

【対象範囲等に係る改正点】 

①（ア）著しく少数の者からの取引所市場外での買付けであっても、買付けにより

1/3 超を所有することとなる場合 

又は 

（イ）既に 1/3 超所有する株券等を更に買い増す場合 

について、公開買付けによることを義務化（いわゆる強制的公開買付制度の採

用）。 

②公開買付けが義務付けられる買付後の株券等所有割合の引下げ（10%→5%） 

③その他、以下のものについて、公開買付規制の適用除外を規定。 

 （ア）店頭売買有価証券の取引 

 （イ）新株引受権行使等 

 （ウ）特別関係者からの買付け等 

 （エ）売出しの応じて行う買付け等 

 （オ）持株会の継続買付け 
 

平成6 年 

（１９９４年） 

自己株式公開買付制度 導入 

（注） 自己株式の取得規制を緩和する商法改正に伴い導入 

平成15 年 

（２００３年） 

公開買付制度 改正 

（注） 事業再編の迅速化、手続の簡素化の観点からの見直し 

【対象範囲等に係る改正点】 

①次の取引を公開買付規制の適用対象から除外。 

（ア）担保権の実行による株券等の買付け 

（イ）公開買付者の兄弟会社・祖父母会社からの特定買付け 

（ウ）グループ全体で 1/3 超保有する場合におけるグループ会社からの特定買

付け 

（エ）公開買付けによらずに取得することにつき買収対象企業の総株主が同意

している場合 

②株券等所有割合を算定する際に合算される特別関係者について、買付者が個

人である場合において、当該個人とその親族が合わせて２０％超保有する法

人等を含めることとする。 
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平成16 年 

（２００４年） 

公開買付制度 改正 

（注） 公開買付けに要するコストを削減し、手続を簡素化することにより企業再編等を

促進する観点からの見直し 

【対象範囲等に係る改正点】 

①投資証券を公開買付規制の対象証券に導入。 

②公開買付規制の適用除外要件の拡大 

（ア）既に公開買付規制の適用除外とされている、著しく少数の者（１０名以下）

から５０％超保有している株券等の買い増しの判定において、買付者本人

以外にその特別関係者の所有割合を含める。 

（イ）営業の譲受けによる株券等の買付け等を規制対象から除外する。 

③「著しく少数の者」に係る基準の緩和 

著しく少数の者（６０日間で１０名以下）からの株券等の買付け等は公開買付け

の適用除外とされているが、その算定にあたって、「買付け等」から「公開買付

け」を除外。 
 

平成17 年 

（２００５年） 

公開買付制度 改正 

（注） 公開買付制度の信頼性確保のための改正 

【対象範囲等に係る改正点】 

立会外取引も公開買付規制の対象範囲に含める。 
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公開買付制度の対象範囲と適用除外の整理 

 

法２７条の２Ⅰ本文：原則「市場外取引は公開買付け」 

          例外「次の各号」 

 

一号：店頭売買有価証券の取引 

 

二号：新株予約権の行使、 

その他政令（令７②） 

 

⇒ 一号：新株予約権の行使による買付け 

      二号：新株引受権の行使による買付け 

      三号：インデックスファンドの受益証券との交換による買付け 

      四号：ＥＴＦの受益証券との交換による買付け 

 

三号：所有割合５％未満の買付け 

 

四号：著しく少数の者（60 日間で 10 人以下）からの買付け（３分の１を超えない場合のみ） 

 

五号：特別関係者からの買付け、 

その他政令（令７⑤） 

 

⇒ 一号：５０％超所有の場合の買付け（著しく少数の者からの買付けのみ） 

      二号：兄弟会社からの買付け（著しく少数の者からの買付けのみ） 

      三号：グループ（三親等内の会社）全体で３分の１超保有するグループ内会社

からの買付け（著しく少数の者からの買付けのみ） 

      四号：公開買付けによらないことにつき総株主（株券等の所有者の数が２５名

以下の場合のみ）の同意がある場合（著しく少数の者からの買付けのみ） 

      五号：担保権の実行による買付け（著しく少数の者からの買付けのみ） 

      六号：営業譲渡による買付け（著しく少数の者からの買付けのみ） 

      七号：売出しに応じて行う買付け 

      八号：持株会の継続買付け 

      九号：有価証券報告書提出会社以外の会社の株券の買付け 

      十号：証券取引清算機関の業務方法書に従った買付け 
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証券取引法（抄） 

第二十七条の二  その株券、新株予約権付社債券その他の有価証券で政令

で定めるもの（以下この章及び第二十七条の三十の十一（第四項を除く。）

において「株券等」という。）について有価証券報告書を提出しなければ

ならない発行者の株券等につき、当該発行者以外の者による取引所有価証

券市場における有価証券の売買等（競売買の方法以外の方法による有価証

券の売買等として内閣総理大臣が定めるもの（第四号において「特定売買

等」という。）を除く。第一号において同じ。）による買付け等（株券等

の買付けその他の有償の譲受けをいい、これに類するものとして政令で定

めるものを含む。以下この節において同じ。）以外の買付け等は、公開買

付けによらなければならない。ただし、次に掲げる株券等の買付け等につ

いては、この限りでない。  

一 取引所有価証券市場における有価証券の売買等に準ずるものとして

政令で定める取引による株券等の買付け等  

二 新株予約権を有する者が当該新株予約権を行使することにより行う

株券等の買付け等その他の政令で定める株券等の買付け等  

三 当該買付け等の後におけるその者の所有（これに準ずるものとして政

令で定める場合を含む。以下この節において同じ。）に係る株券等の株

券等所有割合がその者の特別関係者（第七項第一号に掲げる者について

は、内閣府令で定める者を除く。次号及び第五号において同じ。）の株

券等所有割合と合計して百分の五を超えない場合における当該株券等

の買付け等  

四 特定売買等による株券等の買付け等の後におけるその者の所有に係

る株券等の株券等所有割合がその者の特別関係者の株券等所有割合と

合計して三分の一を超えない場合における特定売買等による当該株券

等の買付け等  

五 著しく少数の者から株券等の買付け等を行うものとして政令で定め

る場合における株券等の買付け等（当該株券等の買付け等を行う者及び

その特別関係者の株券等所有割合の合計が三分の一を超えない場合に

限る。）  

六 株券等の買付け等を行う者がその者の特別関係者（第七項第一号に掲

げる者のうち内閣府令で定めるものに限る。）から行う株券等の買付け

等その他政令で定める株券等の買付け等  

 

２～８（略） 
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証券取引法施行令（抄） 

 

第七条  法第二十七条の二第一項第一号 に規定する政令で定める取引は、

店頭売買有価証券市場における店頭売買有価証券の取引とする。  

２  法第二十七条の二第一項第二号 に規定する政令で定める株券等の買付

け等は、次に掲げる株券等の買付け等（法第二十七条の二第一項 に規定す

る買付け等をいう。以下この節において同じ。）とする。  

一 新株予約権を有する者が当該新株予約権を行使することにより行う株券

等の買付け等  

二 新株引受権を有する者が当該新株引受権を行使することにより行う株券

等の買付け等  

三 投資信託及び投資法人に関する法律施行令 （平成十二年政令第四百八

十号）第八条第一号 に掲げる証券投資信託の受益証券を有する者が当該

受益証券を同号 の交換により行う株券等の買付け等  

四 投資信託及び投資法人に関する法律施行令第八条第二号 に掲げる証券

投資信託の受益証券を有する者が当該受益証券を同号 ハの交換により行

う株券等の買付け等  

３、４（略） 

５  法第二十七条の二第一項第五号 に規定する政令で定める株券等の買付

け等は、次に掲げるものとする。  

一  株券等の買付け等を行う者とその者の特別関係者（法第二十七条の二

第一項第五号 に規定する特別関係者をいう。）が合わせて他の発行者の

総議決権（商法第二百十一条ノ二第四項 に規定する種類の株式に係る議

決権を除き、同条第五項 の規定により議決権を有するものとみなされる株

式に係る議決権を含む。第三号において同じ。）の数の百分の五十を超える

数の議決権に係る株式又は投資口（投資信託及び投資法人に関する法律

第二条第二十一項 に規定する投資口をいい、外国投資法人の社員の地位

を含む。第三号において同じ。）を所有する場合における当該他の発行者の

発行する株券等の買付け等（著しく少数の者から株券等の買付け等を行う

ものとして前項に規定する場合に該当するもの（以下この項において「特定

買付け等」という。）に限る。）  

二  法人等（法人その他の団体をいう。以下同じ。）の行う特定買付け等であ

つて、当該法人等に対してその総株主の議決権（法第五十四条第一項第四

号 に規定する総株主の議決権をいう。第九条、第十五条の四第一項第一

号ロ及びニ並びに第二項並びに第十八条の二において同じ。）の百分の五

十を超える議決権に係る株式又は出資を所有する関係（内閣府令で定める

場合を除く。以下この号において「特別支配関係」という。）にある法人等（次
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号において「親法人等」という。）が他の法人等に対して特別支配関係を有

する場合における当該他の法人等から行うもの  

三 特定買付け等を行う者と当該特定買付け等を行う者の親法人等その他の

内閣府令で定める者（以下この号において「関係法人等」という。）が合わせ

て他の発行者の総議決権の数の三分の一を超える数の議決権に係る株式

又は投資口を所有する場合における当該関係法人等（内閣府令で定めるも

のを除く。）から行う当該他の発行者の株券等の当該特定買付け等  

四 株券等の所有者が少数である場合として内閣府令で定める場合であつて、

当該株券等に係る特定買付け等を公開買付けによらないで行うことにつき、

当該株券等のすべての所有者が同意している場合として内閣府令で定める

場合における当該特定買付け等  

五 担保権の実行による特定買付け等  

六 営業の全部又は一部の譲受けによる特定買付け等  

七 株券等の売出しに応じて行う株券等の買付け等（当該売出しにつき、法第

四条第一項 の規定による届出が行われている場合又は法第二十三条の

八第一項 の規定により同項 に規定する発行登録追補書類が提出されて

いる場合に限る。）  

八 株券等の発行者の役員又は従業員が当該発行者の他の役員又は従業員

と共同して当該発行者の株券等の買付け等を証券会社に委託して行う場合

であつて、当該買付け等が一定の計画に従い、個別の投資判断に基づか

ず、継続的に行われる場合その他の内閣府令で定める場合における株券

等の買付け等  

九 法第二十四条第一項 の規定により有価証券報告書を提出しなければな

らない発行者以外の発行者が発行する株券等の買付け等  

十 証券取引清算機関に対し株券等を引き渡す債務を負う清算参加者（法第

百五十六条の七第二項第三号 に規定する清算参加者をいう。）が、当該証

券取引清算機関の業務方法書において履行すべき期限として定められる時

までに当該債務を履行しなかつた場合に、当該業務方法書に定めるところ

により行う株券等の買付け等  
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公開買付制度等に係る討議資料（１） 

 

（公開買付制度等の変遷） 

 

近年、我が国における企業の合併、買収件数は、急速に伸びてきており、

企業買収の一手段である公開買付けの件数も増加してきている（関係資料

１ページ）。 

 

公開買付制度は、会社支配権の移動を伴う取引等が行われる場合に、

投資家に予め情報開示を行うとともに、株主等に平等に株式等の売却の機

会を与えることを義務付ける制度であり、英米における制度化や資本の自

由化の流れを受けて昭和 46 年（1971 年）に証券取引法上の制度として導入

された。 

その後、平成２年（1990 年）には、株高・金余り現象を背景とする企業合

併、買収の活性化、市場における大量買い集め事例の増加等を受け、諸外

国の制度との調和を図る観点から、大量保有報告書制度の導入と併せて、

全面的に改正され、現行制度の骨格が確立された。 

近年においては、事業再編の迅速化、手続きの簡素化の観点等から、公

開買付規制の適用除外の範囲を拡大する等の改正が累次にわたり行われ

てきている（関係資料２ページ）。 

 

 

（諸外国の状況） 

 

欧米等の諸外国においても、公開買付制度は、企業買収の手法を規律

する制度として定着しているが、ルールの厳格さの程度や運用の方法等に

ついては個々に相違がある（関係資料４ページ）。 

米国においては、公開買付規制の適用範囲について、法令上明文の規

定が存在しないが、SEC や私人による裁判所への差止め請求や準司法的

な行政手続としての SEC の排除命令を通じ、司法的な枠組みの下に個別

事案への公開買付規制の適用の有無が判断される枠組みが確立している

とされている。 

一方で、英国においては、公開買付について比較的厳格なルールが存

在し、民間の自主規制機関であるテイク・オーバー・パネルが、その実施に

責任を持つ仕組みが確立しているとされている。 

ＴＷＧ ２－１
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（検討に当たっての基本的視点） 

 

公開買付制度等について検討を進めていくに当たり、どのような基

本的な視点に立って検討を進めていくことが適当か。 

例えば、公開買付制度が導入された趣旨等を踏まえれば下記①の視

点、昨今の企業買収・合併の活性化に伴う様々な議論を踏まえれば下

記②、③のような視点が考えられるが、これらの点についてどのよう

に考えるか。また、視点相互の関係をどのように捉えることが適当か。

さらに、①～③以外に踏まえるべき視点はないか。 

 

① 公開買付けにおける透明性、投資者間の公平性の一層の確保の視点 

② 企業価値最大化、株主利益最大化の視点 

③ 企業の事業再編行為等の円滑性の確保の視点 

 

なお、この他、公開買付けに係る制度設計に当たっては、取引所市

場における価格形成機能の十全な発揮が損なわれることのないよう配

慮していく必要があるのではないか。 

 

 

（検討に当たっての留意点） 

 

公開買付制度等について検討を進めていくに当たり、以下のような点に

ついてどのように考えていくか。その他、検討に際し、留意していくべき点が

あるか。 

 

① 会社法制との関係 

 

公開買付規制の整備を図っていく際には、証券取引法制と会社法制が

相まって、結果として、証券取引の透明性、公正性を確保し、株主をはじ

めとする投資者の保護等を適切に達成していくことが必要となる。 

証券取引法は、従来、証券の流通・取引を規制するものとしてその

整備が進められてきており、一方、企業買収や買収防衛策の文脈にお

いて用いられる組織再編行為や新株（新株予約権）の発行、株式分割
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等に係る規制は、会社関係者間の利害調整に関する事項として、主と

して商法の領域で手当てされてきたところである。 

公開買付及びこれに関連する法制度のあり方を検討するに当たっ

て、証券取引法制と会社法制との役割分担についてどのように考えて

いくか。 

 

 

② 自主ルールとしての取引所規則との関係 

 

企業の合併・買収に係る取引の複雑性、多様性を考慮すると、予め

あらゆる事態を想定した上で規制を法令に規定することには困難が

伴う。また、法令改正には相応の期間を要することから、臨機応変に

制度面での手当てを講じていくことにも限界がある。 

これに対し、市場開設者が設ける取引所規則は、有価証券市場を巡

る環境が大きく変化する中、取引形態や取引手法の多様化、高度化等

に柔軟に対応し、取引市場参加者からの現場の要請を迅速にかつきめ

細かく反映させ、取引の公正を実効的に確保していくことができる等

のメリットを有している。この点で、証券取引法等による法令の規制

を補完するものとして、取引所規則が果たす役割が重要になってきて

いると考えられないか。 

公開買付規制等におけるルール整備を進めるに当たって、法令と取

引所規則の役割分担についてどのように考えていくか。 

 

 

③ 規制の実効性の確保に向けた法的手段の多様化 

 

公開買付規制等の違反行為に対する制裁措置としては、現行制度

上、公開買付届出書、大量保有報告書等の開示書類における重要事項

の虚偽記載、これら開示書類の未提出、公開買付中の別途買付けの禁

止に違反した場合等に対する刑事罰則が規定されている。 

米国においては、SEC や私人等が違反行為または将来の違反行為の

差止めを裁判所に請求できるほか、行政手続により現在又は将来の違

反行為に対して SEC 自らが排除命令を出すことが認められている。 

我が国でも、公益及び投資家保護のため緊急を要する場合等に、法

令違反行為を行い、または行おうとする者に対し、その行為の禁止、
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または停止を命ずるよう、内閣総理大臣等が裁判所に申し立てること

（証券取引法第 192 条）が可能とされている。 

また、現行制度上、違反行為に係る民事上の責任として、公開買付

届出書等の開示書類の重要事項の虚偽記載や未提出、別途買付行為の

禁止規定違反等の場合に、買付者等が損害賠償義務を負うこととされ

ているが、公開買付規制等に違反した場合でも、取引の民事上の効果

自体に直ちに影響を及ぼすものではないと一般に解されている。 

こうした点についてどのように考え、公開買付規制等の実効性確保

に向けた法的手段のあり方についてどのように考えていくか（関係資

料８ページ）。 

 

 

（今後、検討していくべき課題） 

 

公開買付制度等をめぐっては、今後、以下のような論点につき、検

討していくことが必要ではないか。 

 

１ 公開買付規制の対象範囲と適用除外等 

 

２ 公開買付規制における透明性の確保と公開買付期間等のあり方 

 

３ 買収防衛策と公開買付規制のあり方 

 

４ 投資者間の公平性確保（少数株主の保護） 

 

５ 公開買付規制を巡るその他の論点 

 

６ 大量保有報告書制度のあり方 

 

 

（以 上） 
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 代表的な文献における公開買付規制の対象範囲に関する記述 

   

１．内藤純一「新しい株式公開買付制度（上）」（商事法務 NO1219 号（1990 年））4

ページ以下 

 

【いわゆる５％基準】 

 これまでは買付けの結果発行済株式の１０％以上を所有することとなる同買

付けを届出等の対象としてきたが、これを５％ルールの導入と合わせて買付け

の結果５％超を所有することとなる場合に変更しようとするものである。この

改正は５％ルール導入と合俟って、市場内外の透明性を格段に向上させるもの

と期待されている。 

 

【いわゆる１/３ルール関係】 

さらに、同改正では、仮に相対取引と認められる少数の者からの市場外での

買付けであっても、対象会社の支配権に移動が生ずるような場合には一般株主

にも著しい影響を及ぼすものと考えられることから、このような買付けには原

則として公開買付制度に拠ることを義務づけることが適当と考えられた。 

 

（中略） 

 

仮にこのような相対取引に当たる場合であっても、買付け後の所有割合が発

行済株式総数の三分の一を超える場合（すでに三分の一を超えている場合を含

む）には商法上の特別決議を阻止できる、一定の企業支配力を行使しうる所有

割合であること等から、原則として公開買付によらなければならないものとさ

れた。 

 

２．近藤光男＝吉原和志＝黒沼悦郎「証券取引法入門[新訂第二版]」（商事法務、

2003）224 ページ以下 

 

【２７条の２第１項本文関係】 

 公開買付は、市場外の取引であるが、市場外の取引はとかく不透明になりや

すい。また、公開買付は支配権の取得を目的とするため、株価に大きな影響を

与える。このため、公開買付規制においてとりわけ重要なことは、株主が、公

開買付に対して、売付に応じるべきかどうかに関する十分な情報を得て、合理

的な判断ができるように確保すること、および株主が公正かつ平等に扱われる
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ことを確保することである。支配株式取得には市場価格を上回る価格が提供さ

れるのが通例であるが（上回る部分をプレミアムという）、株主がこれに平等に

参加できるようにすべきことから、平等取扱いの必要性が生じる。なお、５％

ルールに比べれば、買い付ける者が開示すべき事項は、その内容が詳細になっ

ている。これは、公開買付においては、その開示の主眼が、買付に応じるべき

かどうかの判断材料を提供することに存するからである。 

 

（中略） 

 

 現行法がこのように、証券市場外での取引は、原則として公開買付によらせ

ることになったのは、次の理由による。一般に証券市場外の取引は不透明であ

り、一般株主にとって不公正な取引とみられがちである。また、旧規定の「不

特定多数」の範囲は必ずしも明確とはいえなかったため、公開買付の規制範囲

は明らかでなかった。そこで、いくつかの例外を置きつつ、取引所有価証券市

場外での買付は原則として公開買付によらせることとした。そして、買付者に

あらかじめ情報を開示させ、広く株主が買付に応じることができるようにさせ

たのである。この場合、買付条件の開示が重要である。多数の者から株式を買

い付ける場合において、買付者が一方的に自己に有利な契約内容を定める危険

も存するからである。 

 

【いわゆる５％基準関係】 

 買付者が市場外で買い付ける株式数がきわめて少ない場合については、公開

買付の対象から外すことが考えられる。これは、会社の支配権への影響が少な

いからである。 

 

【いわゆる１/３ルール関係】 

 著しく少数の者から買い付ける場合においては、それは相対取引であり、情

報を開示させたり、広く株主に買付の機会を与える必要はない。そこで、有価

証券市場外取引で行った６０日間に１０人以下の者からの買付については相対

取引であるとみなして、適用除外となっている。 

 ところが、いくら少数の者から買い付けるものであっても、買い付ける株式

数が多い場合には、会社の支配権に変動が生じる可能性も高い。その結果、一

般株主には少なからぬ影響を与える。支配株式取得にはプレミアムが付くので

あり、他の株主がこれに平等に参加できるようにすべきであるというのが公開

買付強制の趣旨であるが、これに反する結果が生じうることにもなる。そこで、

買付後の所有割合が三分の一を超える場合には、対象会社の支配権に大きな影
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響を及ぼすことは明らかなことから、このような買付も公開買付によらなけれ

ばならないとされている。 

 

３．岸田雅雄「新法学ライブラリ＝37 証券取引法[第２版]」（新世社、2004）62

ページ以下 

 

【２７条の２第１項本文関係】 

 証券取引法における公開買付けの規制は、買付者に対して買付期間、買付数

量、買付価格等をあらかじめ公開呈示することを義務付け、これによって、投

資者への情報開示と株主の平等取扱いを保障するものである。公開買付けは、

不特定多数の者に有価証券を取得させるように勧誘する点において、有価証券

の発行である募集や売出しに対応するものであり、募集や売出しと同様に投資

者保護のための特別の開示がなされる。このように公開買付けは、市場外の取

引であるが、市場外の取引はとかく不透明になりやすく、また、株価に大きな

影響を与えるため、株主が、公開買付けに関する十分な情報を得て、合理的な

判断ができるように確保し、株主が公正かつ平等に扱われることを確保するた

めの規制を行っている。 

 

（中略） 

 

 有価証券取引市場外での取引について、原則として公開買付けを強制するの

は、証券市場外の取引は不透明であり、一般株主にとって不公正な取引とみら

れがちであるため、買付者にあらかじめ情報を開示させ、広く株主が買付けに

応じることができるようにさせるものである。また多数の者から株式を買い付

ける場合において、買付者が一方的に自己に有利な契約内容を定める危険を防

ぐためにも買付条件を開示させるのである。 

 

【いわゆる５％ルール基準関係】 

 買付者が市場外で買い付ける株式数が極めて少ない場合は、会社の支配権へ

の影響が少ないとしてその適用を除外している。強制公開買付けの対象となる

買付けは、買付けの結果、所有割合が５％を超えて所有する場合に限られる。

５％の基準は株券等の大量保有開示において５％を基準としているのに合わせ

たものである。 

 

【いわゆる 1/3 のルール関係】 

 著しく少数の者から買い付ける場合においては、それは相対取引であり、情



 14

報を開示させたり広く株主に買付の機会を与える必要はない。すなわち有価証

券市場外取引で 60 日間に 10 人以下の者からの買付けについては相対取引であ

るとみなして、適用除外となる。 

 しかし買付け後の所有割合が３分の１を超える場合には、対象会社の支配権

に大きな影響を及ぼすことは明らかなことから、このような買付けも公開買付

けによらなければならない。３分の１が基準の意味は、３分の１以上の株式を

所有することになった株主は、株主総会における特別決議（商 343 条）の成立

を阻止できる等、会社の支配権に大きな影響を与えうると考えられるからであ

る。 

 しかし 2003 年改正証券取引法施行令により、法人等が行う特定買付け等（著

しく少数の者からの買付け等）のうち、（中略）の場合には、公開買付制度の適

用除外となった。 

 このように公開買付けが強制されるかどうかを判断する基準の一つは支配権

の取得である。しかし、大量の株式取得を申し込みながら支配権取得を目的に

していない場合であっても、公開買付けによらなければならない。証券市場外

の取引であっても、例外的に支配権に変動がない取引が適用除外されているに

過ぎない。 

 

４．神田秀樹＝野村證券法務部 川村和夫「注解証券取引法」（有斐閣、1997）249

ページ以下 

 

【２７条の２第１項本文関係】 

 本条は、有価証券市場外における一定の有価証券の取得行為について、取引

の方法および条件を定め、それを義務づけることによって、有価証券市場を保

護し、取引の公正を確保し、違法行為の取締りを徹底するために、取引を定型

化して規制を容易に実施できるようにすることを趣旨とした規定である。 

 

（中略） 

 

 たとえ有価証券市場外の取引であっても、取引が大量かつ集団的に行われ、

それによって有価証券市場における取引と同様の機能が果たされるのであれば、

法は、その種の取引に対してネガティブな評価を与えるにとどまらず、積極的

に取引の公正および流通の円滑を確保するための規制を行うものである。なぜ

なら、有価証券市場外において大量かつ集団的な取引が行われる場合、それが

放置されれば、有価証券市場において行われるべき取引が市場外で行われる、

あるいは有価証券市場外の取引の結果が有価証券市場における取引に不当に影
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響するといった可能性があり、有価証券市場が本来の資金調達および資産運用

の機能を十分に果たし得なくなるおそれがあるからである。さらにいえば、そ

の大量かつ集団的な有価証券市場外の取引は、その果している機能からみて１

つの「市場」   ちょうど発行市場と同様の意味において、資金と有価証券

の流れがそれとは逆の「公開買付市場」   における取引と見立てることが

でき、その「市場」における取引の公正と流通の円滑を確保するべく規制が行

われるのである。 

 

（中略） 

 

 以上述べたように、法は、一定の有価証券市場外取引について、その取引が

市場取引に準ずるものとして機能する場合に、有価証券市場を保護するために、

あるいは「公開買付市場」の取引自体が公正かつ円滑に行われるようにするた

めに一定の規制を行うものである。このように解すると、たとえ公開買付けが

会社の支配権争いの道具として利用されたとしても、そうした事態そのものは、

規定の射程外であるということができる。ただ、法は、大株主の動向が将来の

株式の需要関係およびその投資価値に対して重要な情報となり得る点に着目し

て、開示等の規制を行うものである。なぜなら、支配権に関する取引であるこ

とは、有価証券市場における取引であろうと公開買付けであろうと変わりなく、

要は程度問題にすぎない。よって、公開買付けに関してのみ、支配権の取得等

が目的とされているゆえに価格に大きな影響が及び特別な開示が要請されると

考えることは、妥当ではないであろう。また、市場の機能を保護し促進すると

いう証取法の趣旨からいって、株主としての地位に着目した、支配権の取得等

によって生じる公開買付者・株主間または株主同士間の利害対立の調整は、証

取法の規制の範囲外のものであるというべきであろう。なぜなら、証取法は支

配権を表象する有価証券の取引の公正と円滑を図るべく規制を行うものであり、

支配権争いに関する利害得失には一切関知しないものだからである。そのよう

な問題は、まさしく純粋の会社法によって解決されるべき性質のものである。

上述したように、証取法が問題とするのは、公開買付けに関連して、大株主の

動向が将来の株式の需給関係およびその投資価値に対して重要な情報となり得

る点であり、かつそれに尽きるのである。 

 

【いわゆる５％基準関係】 

 有価証券市場外における株券等の買付け等であっても、その取引量が少ない

場合は、規制の必要性が乏しい。なぜなら、取引量が少なければ有価証券市場

に与える影響が小さいし、その取引自体を「市場」と見立てて規制する必要性
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も乏しいからである。取引量が少ないにもかかわらず、あえて規制を強制すれ

ば、かえって取引に要するコストを増大させる結果になり、証取法の規制の理

念に反することとなる。現行法は、買付け等の後にその者の株券等の所有割合

とその特別関係者の株券等の所有割合の合計が５％を超えないときは公開買付

けの適用除外になるとしている。 

 

【いわゆる１/3 ルール関係】 

 取引の相手が少数の場合、たとえ大量の株券等が取引されるとしても、規制の

必要性は乏しい。なぜなら、そのように少数の者から大量の株券等の買付けが

なされる場合は、すでに取引相手が特定されているので、これについて公開買

付手続を強制することは煩瑣であり、かつ、かえって迅速かつ安価な取引を阻

害する可能性が高いからである。また、この場合取引相手は大株主であること

が多いであろうが、取引相手が大株主であれば零細な株主に比較して会社の状

況等を知悉しており、また、当該会社の株券等を保有することに相対的に大き

な利害関係を有していることが多いと思われるから、著しく不公正な取引が行

われるおそれも少なく、取引の公正につき特に配慮する必要もないと考えられ

る。 

 

（中略） 

 

その場合でも、買付け等の結果、所有割合の３分の１以上を保有することとな

る場合は公開買付けの手続が強制される。これは、そのような相対取引であっ

ても、それがあまりにも大規模に行われる場合あるいはそれによって大規模な

株主が出現する場合は、有価証券市場へ影響を及ぼすものとしてその情報を開

示し、また、そのような取引自体を「市場」と類似の機能を担うものとして取

引の公正と円滑を確保することが適切であると考えられるからである。すなわ

ち、会社経営に対して直接的に一定の影響力を及ぼす株主の出現は、それまで

会社経営に質的転換をもたらすものとして、市場で再評価を行う必要があると

考えられるからである。その際の基準を所有割合にして３分の１以上としたの

は、たとえば発行済株式総数の３分の１以上を所有していれば商法上の特別決

議を阻止でき、一定の企業支配力を行使し得る所有割合だからである。 

 

５．龍田 節「証券取引法Ⅰ」（悠々社、1994）236 ページ以下 

 

しかしこれは一応の原則であり、多くの例外がある。 
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（中略） 

 

【いわゆる５％基準関係】 

（３）買付け後の所有割合が特別関係者分と合わせて５％以下の場合。 ５％

以下なら会社の支配に影響しない。また、売方株主との合意による取引で

あるかぎり、第三者がどのような価格で買付けようと、それは全く自由で

ある。 

 

【いわゆる１/３関係】 

（４）１０名以下の者からの買付けで、買付け後の所有割合が特別関係者分と

合わせて３分の１以下の場合。 狭い範囲の株主から買付けるのであるか

ぎり、価格など買付条件が特別であっても、市場に及ぼす影響は無視でき

ると考えるからである。買付けの相手方が狭い範囲の株主であっても、株

数が３分の１超と大きくなれば、会社支配の変動をもたらし、そのことが

市場に与える影響が無視できないため、株数に上限を設けた。 

 

６．松井秀樹「法務担当者のための証券取引法〔第２版〕」（商事法務、2005）104

ページ以下 

 

【２７条の２第１項本文関係】 

証券市場外で行う取引に、原則として公開買付けの手続きを強制するのは、

会社の支配権が移動するような証券市場外における大量の株式の買付けは、株

主に大きな影響がありますし、取引価格に会社の支配権プレミアム（相対取引

の際の支配株式の価格と市場価格との差額）が含まれることが多いので、投資

者に対して情報を開示させ、すべての株主に均等な価格と条件によって売却す

る機会を平等に与えるためです。 

 

【いわゆる５％ルール基準関係】 

ウ 買付け後の株券等所有割合が特別関係者の分とあわせて５％以下である

買付け（27 条の２第１項３号） 

 

ウが除外されているのは、買い付ける株券等の数が少なく会社の支配への影

響が少ないからです。 

 

【いわゆる 1/3 のルール関係】 

エ 60 日間に 10 名以下の者からする買付け（以下、「特定買付け等」といい
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ます）のうち、買付け後の株券等所有割合が特別関係者の分とあわせて３

分の１以下の場合（27 条の２第１項４号、施行令７条４項） 

 

エを除外するのは、少数の者からの買付けなので、支配権が移動する場合を

除けば、情報を開示させたり、広く株主に買付けの機会を与える必要がないか

らです。 
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取引所有価証券市場（立会内） 

イ メ ー ジ 図 
 
イメージ１（市場外買付けと市場内買付けの組み合わせ） 

 

 

             ① 市場外取引（所有割合が１／３ 

               に至らないところまでの買付け） 

 

 

                                    ・ 
                                    ・ 
                                    ・ 

         ② 市場取引（①と合わせた株券等所有割合は１／３超） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ２（市場外買付けと第三者割当増資の組み合わせ） 

 

 

             ① 市場外取引（所有割合が１／３ 

                に至らないところまでの買付け） 

 

 

                                    ・ 
                                    ・ 
                                    ・ 
 

     

     ② 第三者割当増資 

    （①と合わせた株券等所有割合は１／３超） 

 

 

買 付 者 

買 付 者 

発行会社 

株主Ａ 

株主Ｂ 

株主Ｃ 

株主Ａ 

株主Ｂ 

株主Ｃ 
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公開買付規制・大量保有報告制度の国際比較（日米英） 

 日本 米国 英国 

公開買付規制の 

適用範囲 

• ５％超 

法令に定める事由に該当する場合（６０日

間で１０名以下の株主等から買い付ける場

合等）は適用除外 

• １／３超 

法令に定める事由に該当する場合（①既に

当該株券等を５０％超取得している場合、

②公開買付者の親会社等から取得する場

合、③既にグループで当該株券等を１／３

保有している場合、④担保権の実行による

場合等であって、６０日間で１０名以下の株

主等から行う買付け等）は適用除外 

（注）いずれの基準においても、取引所市

場内取引は規制対象とされてない。 

原則５％超 

（注１）法令上、規制適用範囲について明文

の規定がなく、裁判例で提示された基準等

を総合考慮の上、個別事例毎に規制適用

の要否が判断される。ＳＥＣ又は私人によ

る差止請求により裁判所が、または、ＳＥＣ

の排除命令（行政手続）を通じて SEC また

は裁判所が判断。 

（注２）取引所市場内取引は規制対象とされ

ていない模様。 

３０％以上 

（注１）①７日間で１名の株主からの買付け、②対象会

社取締役会との協定に基づく買付け、③対象会社株主

総会の承認がある買付け等については、個別事例毎

にパネル（自主規制機関）が規制適用の要否を判断。 

（注２）取引所市場内取引か否かは、規制適用の要否を

分けるメルクマールとはされていない。 

１／３超（３０％以

上）株主による買付

け 

既に１／３超を保有する株主による買

付けについては、１名のみの株主か

らの買付けであっても、原則として公

開買付規制の適用対象 

既に３０％以上を保有する株主による買付けに

ついては、原則として公開買付規制の適用対象 

 
５０％超株主に

よる買付け 

６０日間で１０名以下の株主等から買

い付ける場合、公開買付規制の適用

対象外 

原則として５％超となる買付けは公開

買付規制の適用対象 

（注）法令上公開買付規制の適用範囲につ

いて明文規定がないため、裁判例で提示さ

れた基準等を総合考慮の上、個別事例毎

に規制適用の要否が判断される。 

公開買付規制の適用対象外 
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種類株の取扱い 

ある種類株のみを対象とする公開買

付けも可能と解されている 

ある種類株のみを対象とする公開買

付けも可能 

（注）法令上は、買付け後の当該種類株の

株券等所有割合が５％を超えるか否かが

規制適用の要否を分けるメルクマールとさ

れている。 

議決権の３０％以上を取得する場合、ある種類

株のみを対象とする公開買付けは不可能 

（注）議決権株式か無議決権株式かを問わず、全株主

にオファーすることが必要。 

新株発行の取扱い

公開買付規制の適用対象外 公開買付規制の適用対象外 原則として公開買付規制の適用対象 

ただし、ある者が新株発行により３０％以上の株券等を

保有するときは、その旨を株主に通知し、株主総会の

承認が得られれば、公開買付規制の適用対象から除

外される。 

プレ公開買付規制

なし なし あり 

（注）１５～３０％の株券等を取得するときは、７日間で１

０％以上取得してはならない。 

別途買付け 

原則禁止 

（注）公開買付期間中、公開買付けによらな

い株券等の買付けは禁止。ただし、法令所

定の取引（公開買付け前の契約に基づく買

付け等）は適用除外。 

原則禁止 

（注）公開買付期間中、公開買付けによらな

い株券等の買付けは禁止。ただし、法令所

定の取引（公開買付け前の契約に基づく買

付け等）は適用除外。 

許容 

（注）公開買付期間中、公開買付けによらずに株券等の

買付けを行うことも可能。ただし、公開買付価格以上の

価格により買い付けた場合、公開買付価格は当該価格

まで自動的に引き上げられる。 
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公開買付者による

情報開示 

公開買付届出書＋公告等の勧誘資

料 

（注１）公開買付者の状況、対象会社の状

況、買付条件、対象会社との取引状況、公

開買付けの目的・買付け後の計画、資金の

出所（資金証明書の添付）、対象株券等の

保有･取引状況等を記載。 

（注２）資金調達を条件とする公開買付けは

不可能。 

公開買付届出書＋公告等の勧誘資

料 

（注１）公開買付者の状況、対象会社の状

況、買付条件、対象会社との取引状況、公

開買付けの目的・買付け後の計画、資金の

出所、対象株券等の保有･取引状況等を記

載。 

（注２）資金調達を条件とする公開買付けも

可能。 

公表＋勧誘資料 

（注１）公開買付者の状況、対象会社の状況、買付条

件、買付け後の計画（特に事業に重大な変更がある場

合はその内容）、従業員の雇用計画、買付けを長期的

視点から正当化する理由、資金の出所（資金証明書の

添付）、対象株券等の保有･取引状況等を記載。 

（注２）資金調達を条件とする公開買付けを行うために

は、パネルの承認が必要（ただし、事実上承認されるこ

とはない模様）。 

対象会社による 

意見表明 

任意 義務 

（注）公開買付け開始後１０日以内に公開買

付けに対する賛否を表明。対象会社から公

開買付者に対する質問権の制度はない。 

義務 

（注）公開買付者は、公開買付けの開始日前２８日間以

内に対象会社取締役会に公開買付けの意思があること

を通知。対象会社取締役会は、公開買付け開始後１４

日以内に公開買付けに対する賛否を株主に対して表

明。対象会社から公開買付者に対する質問権の制度は

ない。 

公開買付期間 
２０日以上６０日以内 ２０営業日以上（上限なし） ２１日以上７４日以内（公開買付け開始後６０日

以内に５０％超の応募を集めることが必要） 

中立義務 

なし なし あり 

（注）株主総会の承認がある場合等を除き、公開買付期

間中、買収防衛策（新株発行、重要な資産の売却等）を

講ずることができない。 

ブレイクスルー・ 

ルール 

なし なし 現状なし 

（注）ＥＵ公開買付指令に基づき、２００６年５月までに、

公開買付け終了後に黄金株や複数議決権株式の効力

を否定する旨のルールを導入することが可能。 
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公開買付け 

条件の変更 

株主に不利な方向の条件変更（買付

価格の引下げ等）は禁止 

可能 

（注）変更前の条件で公開買付けを行う意

思がなかったときは、不実表示に該当しう

る。 

可能 

（注）公開買付価格は過去１２ヶ月間における最高取引

価格以上としなければならないので、買付価格の引下

げは一定程度制限される。 

公開買付けの撤回

原則不可能 

（注）法令所定の事由に該当する場合（対象

会社の合併、破産等）には可能。 

可能 

（注）公開買付けを行う意思がないのに公

開買付けの意思を表明することは禁止。 

原則不可能 

（注）撤回にはパネルの承認が必要。 

全部買付義務 

なし 

（注）買付予定数を超える応募がある場合、

あん分比例方式による買付けも可能。 

なし 

（注）買付予定数を超える応募がある場合、

あん分比例方式による買付けも可能。 

あり 

（注）全株主に買付け申込みの勧誘を行い、応募分す

べてを買い付けることが必要。ただし、①７日間で１名

の株主からの買付け、②対象会社取締役会との協定に

基づく買付け、③対象会社株主総会の承認がある買付

け等について、公開買付規制の適用は不要とパネル

が判断した場合、全部買付義務も課されない。 

公開買付けの 

成立条件としての 

５０％超応募 

なし なし あり 

（注）３０％以上の株券等を取得する場合、公開買付け

開始後６０日以内に５０％超の応募を集めることが必

要。 

公開買付価格規制
なし なし あり 

（注）過去１２ヶ月間における最高取引価格以上。 

公開買付け後の 

取引規制 

なし 

（注）公開買付け後に企業結合取引が行わ

れる場合、反対株主に株式買取請求権が

付与される（商法・会社法）。 

なし 

（注）州会社法により、①公正価格が支払わ

れない限り事業結合取引が禁止される、②

公開買付け後の事業結合取引が一定期間

制限されるなどの規制が課される場合あ

り。 

あり 

（注）①公開買付け失敗の場合、爾後１２ヶ月間、３０％

以上の株券等の取得禁止。②公開買付け成功の場合、

爾後６ヶ月間、従前の公開買付けより有利な条件によ

る株券等の取得禁止。 
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大量保有報告義務

• ５％超取得後５営業日以内に大量

保有報告書を提出 

• 以後、１％増減後５営業日以内に変

更報告書を提出 

（注）①証券会社、銀行、信託会社、保険会

社、投資信託委託業者、投資顧問業者等で

あり、②支配権取得目的がなく、かつ③株

券等保有割合が１０％以下である場合、概

ね１～3 ヶ月以内に提出すれば足りる。 

• ５％超取得後１０営業日以内に大量

保有報告書を提出 

• 以後、１％増減後速やかに変更報

告書を提出 

（注１）支配権取得目的を有しない機関投資

家等（証券会社、投資顧問業者、ファンド

等）の場合、一年毎（月末時点で１０％超保

有しているか、５％超の持分変動があれば

一月毎に）報告すれば足りる。 

（注２）機関投資家等以外の者にも、支配権

取得目的がなければ、（注１）類似の特例報

告制度の適用がある。 

• ３％超取得後２日以内に発行者に通知（発行

者は通知受領日の翌日までに上場当局に通

知） 

• 以後、１％増減後２日以内に発行者に通知（発

行者は通知受領日の翌日までに上場当局に

通知） 

（注１）大量保有者がファンド･マネジャー等であるとき

は、「３％超」を「１０％超」と読み替えて適用。 

（注２）特定の業種（保険会社、投資サービス業者、銀行

等）については、個別業法に基づく大量保有報告制度

の特例が存在する模様。 

（注３）ＥＵ透明性指令に基づき、２００７年１月までに、

上記取扱いが変更される見込み（５％、１０％、１５％、

２０％、２５％、３０％（１／３）、５０％、７５％（２／３）を

上回り又は下回ったときは、４取引日以内に発行者に

通知。発行者は通知受領日後３取引日以内に公表）。 

 



　　　　　　　　　　（注）自社株買付けを除く。
　　　　　　　　　　　※ Ｍ＆Ａ件数については㈱レコフ調べ。ＴＯＢ件数については公開買付届出書提出件数による。
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Ｍ＆Ａ件数の推移・ＴＯＢ件数の推移
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公開買付制度・大量保有報告制度の主な変遷 

昭和46 年 

（１９７１年） 

公開買付制度 導入 

（注） 米英における制度化や資本の自由化進展の流れを受けて導入（法 4

号）。実際のニーズは少なく、平成2 年改正までに利用例は 3 件のみ 

【制度概要】 

公開買付けに関する重要な情報の適正な開示と、投資者間の公平な

取扱いを確保するため、取引所市場外において不特定多数の株主に対

して行う株式の買付けのうち、その買付けにより発行会社株式の 10%以

上を所有することとなるもの及び既に 10%以上所有する株式をさらに買

い増すものを規制対象とする。また、①大蔵大臣への事前届出（対象会

社にも事前に情報開示）、②株主への情報開示、③買付条件その他の

面における株主の公平取扱いを義務付け 
 

「企業内容開示制度等

の整備改善について」

（昭和45年12月14日

証券取引審議会報告

書） 

公開買付制度 全面改正 

（注） 株高・金余り現象を背景とする M&A の活性化、市場における大量買い

集め事例の増加 

⇒諸外国の制度との調和の観点から全面改正（法43 号） 

【主な改正点】 

①強制的公開買付制度の採用（著しく少数の者からの取引所市場外

での買付けであっても、買付けにより 1/3 超を所有することとなり又は

既に 1/3 超所有する株券等を更に買い増す場合には、公開買付けによ

らなければならない）、②公開買付けが義務付けられる買付後の株券

等所有割合の引下げ（10%→5%）、③事前届出制の廃止、④公開買付期

間の延長（長期 30 日→60 日）、⑤応募株主による撤回の自由化、⑥条

件変更の原則自由化（ただし、応募株主に不利な条件変更（買付価格

の引下げ等）は禁止）、⑦損害賠償規定の新設（公開買付届出書の不

実記載等） 
 

平成2 年 

（１９９０年） 

大量保有報告制度 導入（法43 号） 

【制度概要】 

①上場会社等の株券等につき発行済総数の 5%超を保有する者は、5

営業日以内に大量保有報告書を提出、②株券等保有割合が1%以上増減

した場合、5 営業日以内に変更報告書を提出、③大量保有報告書を大蔵

大臣に提出したときは、発行会社・証券取引所（店頭銘柄の場合、証券

業協会）に写しを送付、④共同保有者の保有分は合算して報告、⑤特例

報告制度、⑥報告書の不提出、虚偽記載等につき、刑事罰 
 

「株式等の大量の保有

状況に関する開示制

度の在り方について」

（平成元年5月31日証

券取引審議会報告書）

平成6 年 

（１９９４年） 

自己株式公開買付制度 導入 

（注１） 自己株式の取得規制を緩和する商法改正に伴い導入（法70 号） 

（注２） その後、平成 9 年（法 55 号・56 号）、平成 13 年（法 80 号）、平成 15

年（法132 号）に、自己株式取得規制緩和等に伴う改正 

「自己株式取得等の規

制緩和に伴う証券取引

制度の整備について」

（平成6年2月21日証
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券取引審議会報告書）

平成15 年 

（２００３年） 

公開買付制度 改正 

（注） 事業再編の迅速化、手続の簡素化の観点からの見直し（令 116 号・内

閣府令28 号） 

【主な改正点】 

次の取引を公開買付規制の適用対象から除外。①担保権の実行、②

公開買付者の兄弟会社・祖父母会社からの特定買付け等、③グループ

全体で 1/3 超保有する場合における特定買付け等、④公開買付けによ

らずに取得することにつき買収対象企業の総株主が同意している場合 
 

「証券市場の改革促進

プログラム」（平成 14

年8 月6 日金融庁） 

 

「証券市場の改革促

進」（平成14年12月16

日金融審議会第一部

会報告） 

平成16 年 

（２００４年） 

公開買付制度 改正 

（注） 公開買付けに要するコストを削減し、手続を簡素化することにより企業

再編等を促進する観点からの見直し（法 97 号・令 354 号・内閣府令 91

号） 

【主な改正点】 

①公開買付規制の適用除外要件の拡大（営業の譲受けによる株券等

の買付け等を規制対象から除外）、②公開買付制度の対象証券の見直

し（投資証券を規制対象とする）、③買付条件等の変更に伴う公開買付

期間の延長の弾力化（条件変更時には 10 日間の期間延長が必要であ

るが、公開買付期間のみ延長する場合は、当該延長期間分のみ延長す

れば足りる）、④公開買付公告制度の見直し（EDINET による公告を許

容） 
 

「市場機能を中核とす

る金融システムに向け

て」（平成15年12月24

日金融審議会第一部

会報告） 

平成17 年 

（２００５年） 

公開買付制度 改正 

（注） 公開買付制度の信頼性確保のため改正（法76 号・告示53 号） 

【主な改正点】 

立会外取引にも公開買付規制を適用 
 

「証券取引法上の企業

情報の開示について」

（第26回金融審議会第

一部会（平成17年3月

3 日開催）にて説明） 

 



公開買付規制の実効性を確保するための主な制度

法197条 ・公開買付開始公告の虚偽記載
（1項2号）

・公開買付届出書の虚偽記載
（1項3号）

等
法198条 ・公開買付開始公告の不作為

（4号）

・公開買付届出書の不提出
（5号）

等
法200条 ・公開買付届出書の写しの不提出

（1号）

・別途買付禁止違反
（3号）

等
・別途買付禁止違反に伴う賠償責任
【無過失責任】 （法27条の17）

・不実の公開買付説明書の使用者に係る賠償責任
【過失責任】 （法27条の19・17条）

・不実の公開買付開始公告に係る賠償責任
【無過失責任】 （法27条の20・18条1項）

・不実の公開買付届出書の届出者の賠償責任
【無過失責任】 （法27条の20・18条1項）

等

大量保有報告書制度の実効性を確保するための主な制度

法198条 ・大量保有報告書および変更報告書の不提出
（5号）

・大量保有報告書および変更報告書の虚偽記載
（6号）

等
法200条 ・大量保有報告書の写しの虚偽送付

（11号）
等

その他投資者保護等の観点から設けられている制度

・内閣総理大臣等の申立てに基づく裁判所の禁止又は
　停止命令 （法192条）

（3年以下の懲役若し
くは300万円以下の罰
金又は併科）

公開買付規制等の実効性を確保するための証券取引法上の主な制度

（1年以下の懲役若し
くは100万円以下の罰
金又は併科）

刑事罰

（5年以下の懲役若し
くは500万円以下の罰
金又は併科）

（3年以下の懲役若し
くは300万円以下の罰
金又は併科）

（1年以下の懲役若し
くは100万円以下の罰
金又は併科）

民事責任

刑事罰

28
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金融審議会金融分科会第一部会 

「中間整理」（平成17年７月７日） 
（抜粋） 

 

 

Ⅳ 市場のあり方 

 

３．ディスクロージャー制度 

 

（２）公開買付規制等 

公開買付規制については、会社支配権の移動を伴う取引等が行われる場合

に、投資家に予め情報開示を行うと共に、株主に平等に株式売却の機会を与

えることを義務づける制度として、証券取引法において手続の整備が図られ

てきた。 

最近の企業の合併・買収（Ｍ＆Ａ）をめぐる動きとこれに伴う会社法制や

公開買付規制にかかる議論は、公開買付規制のあり方について、企業価値の

最大化の観点から、再点検を行っておく必要がないかとの論点を提示してい

る。企業価値の最大化は、株主の利益の最大化を通じて証券市場において取

引される株式等の価値を高めていくものであり、証券市場の効率性を追求し

ていく上で極めて重要な要素となる。 

更に、合併・買収（Ｍ＆Ａ）に関する最近の動きは、公開買付けにおける

透明性、投資者間の公平性の一層の確保という論点をも提起している。公開

買付けの手続において、買付者や対象会社等にどこまで情報の提供を求めて

いくか、また、公開買付けを利用した合併・買収（Ｍ＆Ａ）の一連の過程に

おいて、株主・投資者間の公平をどこまで追及していくか等について検討し

ていくことが求められている。 

以上を踏まえ、公開買付規制のあり方について、証券取引法と会社法の整

合性にも留意しながら検討を行っていくべきである。 

なお、公開買付規制のあり方の検討に当たっては、大量保有報告書制度の

あり方についても検討を行う必要がある。 
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金融審議会の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金 

融 

審 

議 

会 

第一部会 

第二部会 

特別部会 

金融分科会 

金利調整分科会 

自動車損害賠償責任保険制度部会 

公認会計士制度部会 

国内金融に関する制度等の改善に関する

事項等の調査審議等（金融庁設置法７条

１項１号、２号） 

金融機関の金利に関する内閣総理大臣、

長官、財務大臣又は日銀政策委員会への

意見具申等（同５号、７号） 

公認会計士制度に関する重要事項の調査審議（同６号）

自動車損害賠償責任保険に関する重要事項の調査審議等（同３号、４号）

市場関係 

金融システム関係 

個人情報関係 

公開買付制度等 
ワーキング･グループ 












